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Prader-Willi症候群
の運動症候
-再考-
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ジョゼフ＝マリー・ヴィアン 「アモルを売る女」
1763フォンテーヌブロー宮国立美術館

独歩3y8m
1m 7m

frog postureの過活動筋
・肩伸展筋(広背筋が主)
・腰椎伸展筋
・股屈筋･股外転筋

低活動筋
・股伸筋
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1y5m 座位可 1y9m いざり

強いsit on air

腰椎伸展筋(広背筋が主)
股屈筋･頚後屈 の過活動

見かけ上の股屈曲拘縮 いざりの推進筋
• 膝屈筋
• 股外転筋
• 骨盤前傾筋(腸腰筋)

2y5m

右足振り上げ
体幹屈曲

右足振り上げ
体幹伸展

右足振り下げ

股屈筋･体幹伸展筋 大殿筋のelastic recoil

股伸展による推進の学習
大殿筋のelastic recoil

2y9m

振り下ろし(股伸展･外転･外旋・膝伸展)←左足振り上げ(股屈曲･内転・膝屈曲)

大殿筋の
elastic recoil

股屈筋の過活動

踏みしめ
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3y9m

3y11m

股伸展外転外旋･体幹回旋

・股伸筋低活動 ・股外転外旋筋･体幹回旋筋の稼動 ・股屈筋の過活動

左股伸展外転外旋・膝伸展・足底屈
股伸筋低活動3y9m

上肢内下向き引き寄せ・膝伸展・股屈曲・体幹伸展
ウサギ跳び

股屈曲外転･体幹側屈四つばい

交代性片手支えいざり

支え側肩伸展
対側股内旋･外転･伸展・膝内旋伸展・足底屈
体幹屈曲･回旋
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3y11m 膝伸展・股屈曲・体幹伸展・頚後屈
膝屈曲

膝屈曲よる
後方転倒

膝伸展･(股伸展)･
体幹伸展･頚後屈
による対抗運動

右は股外旋･外転荷重

左足の投げ出し

股伸展の伴わない膝伸展

始歩4y5m3y0m

いざりの推進筋
• 膝屈筋
• 股外転筋
• 骨盤前傾筋(腸腰筋)
• 腰椎伸展筋frog posture

股屈曲

・股屈筋･腰椎伸展筋(広背筋が主)が優勢 ・膝反張←骨盤後傾 ・股伸筋は低活動
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wo
3y8m

足踏みしめ

過開口

anticipatory postural
adjustments

四つ這い位から股伸展なく進まず手の床たたき

•手を前下方向に打ちつけ、
その反作用を推進力とする
後上方向へは過活動筋を使って
動かし、前下方向に動かす筋の
elastic recoilを得る

対称性いざり

片側手支え
対側足蹴り
いざり

体幹側屈回旋いざり

股内転内旋で足踏みしめる

4y11m

交差

投げ出し

立脚時に骨盤が前に出て動揺する
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始歩4y5m

尻上げ立ち上がり

5y5m

股屈曲外転･骨盤回旋歩行

足投げ出し

股外転小刻み振子歩行 高ばい段差越え

2y1m
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始歩
2y5m

2y7m

股屈曲外転･骨盤回旋歩行 足投げ出し

Prader-Willi症候群の運動障害

• Prader-Willi症候群にみられる患者の運動障害の本体は、運動開始に伴う基盤筋活動の抑
制が不完全であることと、基盤筋活動と対抗し、かつ運動目的を果たすため筋活動が不十
分であることによる。よって、運動可動域の制限、運動方向の偏位、体幹運動による代償
がみられる

• 下肢運動では、広背筋の過活動による腰椎伸展の優勢と骨盤後傾、腸腰筋の過活動による
股屈曲の優勢と骨盤前傾の複合の基盤筋活動が完全に抑制されない。腸腰筋過活動の股屈
曲と広背筋過活動の腰椎伸展の複合により腰椎前弯となる。乳児期の背臥位姿勢では、股
屈曲内転位保持ができない。移動運動の最大の制約は股伸筋荷重である。

• 肩伸展･内転･内旋・頚伸展の筋活動がわずかに優勢である。これは軽微な問題に過ぎない
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